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世界食料デー（WFD）札幌大会 2018 
    「わたしから始める、世界が変わる」

と き

ところ

地下鉄東西線「西18丁目駅」から徒歩7分　
＊会場は駐車場がほとんどありませんので、できるだけ
　公共交通をご利用ください。

講堂でのプログラム

連絡通路でのパネル展

物 品 販 売

＊スリッパ等の室内履きをご持参下さい。

基調講演 ｢世界の飢餓について｣
田村  治郎　日本国際飢餓対策機構・啓発事業部総主事

1960年3月大阪府生まれ。東京基督教学園卒業後、５年間高校生
聖書伝道協会(hi-ba)で主事として奉職。
93年から日本福音自由教会協議会グレース宣教会牧師として奉
職。現在、活動地の報告や教会、企業、学校等での講演会を通し
て、心身の飢餓貧困に苦しむ現地の人々と日本国内の人々との橋
渡しに取り組んでいる。

現地報告 ｢ボリビアの現状について｣
小西小百合　JIFHセンター・世界里親会アドバイザー

楽器演奏 オルガン:山田悦子氏、農民オーケストラ
メンバー、月下愛美氏

保健体育の教員として働き、1996年日本国際飢餓対策機構より
ドミニカ共和国へ派遣。その後２０００年にペルー、２００６年１１月か
らボリビアへ派遣。アンデス高原チャヤでの活動を経て現在はリ
オカイネ、アサワニにて世界里親会活動及び地域の自立開発支
援、「人づくり」の取り組みを続けている。2015年11月に「世界の
村で発見！こんなところに日本人」（朝日放送）で特集され、大きな
反響を呼んだ。

●世界の飢餓の現状を伝える100枚の写真　
●フェアトレード：途上国の食品や手工芸品を公正な価格
　で取引きし、生産者の生活の改善と地位の向上、経済的
　自立を目指します。

主　催　世界食料デー（WFD）札幌大会2018実行委員会
事務局　グレースコミュニティ　札幌市手稲区曙2条2丁目4-15
　　　　実行委員長　松田   進　TEL 090-9089-3982　
　　　　事務局長　　益田良一   TEL 011-683-5523　
共　催　ハンガーゼロ（一般財団法人 日本国際飢餓対策機構）・学校法人 北星学園

　「世界食料デー」は、世界の食料問題を考える
日として、国連が制定した日です。1979年の
FAO（国連食糧農業機関）総会の議決に基づき、
1981年から毎年、10 月16日が「世界食料デー」
とされました。世界の一人一人が協力し合い、もっ
とも重要な基本的人権である「全ての人に食料を」
を現実のものにし、世界に広がる栄養不足、飢餓、
極度の貧困を解決していくことを目的としていま
す。この日をきっかけとして、自分自身の生活を
見つめ直し、世界の人々と「共に生きる」生き方
を実践しようとする人々が増えていくことが「世
界食料デー」の願いです。
　今まで、日本国内各地で、さまざまな形で「世
界食料デー」に取り組んできましたが、食料自給
率200% を誇る北海道では、まだ一度も開催さ
れていませんでした。私たちが始めるこの小さな
第1回目の大会が、やがて大きく世界が変わる原
動力となってくれることを願っています。
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